
令和７年度春季リーグ戦
試合詳細

1回戦 第2試合

京⼤0 - 10⽴命
【4⽉19⽇(⼟) ほっともっとフィールド神⼾ 試合開始13:50 終了16:22 試合時間 2時間32分】

［球審］⽥⼝関学OB) ［⼀塁審］境(近⼤OB) ［⼆塁審］北野(同⼤OB) ［三塁審］加藤(関⼤OB)

勝利投⼿：有⾺（3勝0敗）

敗戦投⼿：⽶倉（0勝2敗）

⼀ ⼆ 三 四 五 六 七 ⼋ 九 R

京⼤ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⽴命 1 2 1 0 1 0 0 5 x 10

<戦評>

 ⽴命が投打で圧倒し、先勝した。

 ⽴命は初回、先頭の坂下(4‧⽴命館慶祥)の中前安打や犠打で⼀死

三塁の好機を作ると、岩間(3‧⽴命館宇治)の内野ゴロの間に1点を挙

げ、先制に成功する。

 続く2回、四球や失策が絡み⼀死⼆、三塁の好機で、坂下が右前適

時打を放ち、2点を追加する。

 5回にも⻄野(3‧⾼知)‧有⾺(3‧愛⼯⼤名電)の連打で⼀死⼀、⼆

塁とすると、川端(3初芝橋本)の左前適時打で1点を追加する。

 優勢で迎えた8回、⼆死⼆塁の好機を作ると、川本(4‧福岡⼤城東)

が左越⼆点本塁打を放ち、京⼤を⼤きく突き放した。

 投げては、4⼈の投⼿の好投で強⼤打線を封じ込めた。

 京⼤は、投⼿陣が粘りきることができず敗戦した。

京⼤ ⽴命

投 ⼿ ⽶倉、中野、⽩⽯ 有⾺、勝⽥、徳岡、⼩野

捕 ⼿ 松本 ⻄野

本塁打 川本1号2ラン(8回) 

三塁打

⼆塁打 星野、丸岡、野寺 

犠 打 川端、有⾺2

併 殺 1

残 塁 5 12

盗 塁 福井、築⼭

失 策 坪井 徳岡

暴 投

捕 逸

京⼤

位置 名前 学年 出⾝校 打 安 点 振 球

[6] 細⾒ (4 天王寺) 4 0 0 0 0



[8] ⼭本 (4 藤島) 4 0 0 2 0

[2] 松本 (3 ⼩野) 4 1 0 2 0

[9] 中井 (4 ⻑⽥) 4 1 0 1 0

[7] 岡本 (4 四⽇市) 3 0 0 1 0

H 佐々⽊ (3 県⽴船橋) 1 0 0 1 0

[3] ⾕⼝ (4 茨⽊) 3 1 0 1 0

[5] 近藤 (2 北野) 3 1 0 0 0

[1] ⽶倉 (4 洛星) 1 0 0 1 0

H ⽥澤 (1 札幌南) 1 0 0 0 0

1 中野 (4 守⼭) 0 0 0 0 0

H4 藤巻 (2 湘南) 1 0 0 0 0

[4] 坪井 (4 市川) 2 0 0 2 1

R ⽥中 (4 尾道北) 0 0 0 0 0

1 ⽩⽯ (3 ⼩⼭台) 0 0 0 0 0

計 31 4 0 11 1

回 球数 打者 安 振 球 責

⽶倉 4 83 24 8 0 3 3

中野 3 45 12 5 3 0 1

⽩⽯ 1 30 10 6 0 1 5

計 8 158 46 19 3 4 9

⽴命

位置 名前 学年 出⾝校 打 安 点 振 球

[8] 坂下 (4 ⽴命館慶祥) 6 3 2 1 0

[6] 川端 (3 初芝橋本) 4 1 1 0 0

[7] 岩間 (3 ⽴命館宇治) 4 0 1 1 1

[9] 星野 (3 ⽴命館宇治) 4 3 0 0 0

R9 築⼭ (2 ⽴命館宇治) 1 1 0 0 0

[5] 福井 (3 岐⾩第⼀) 4 2 0 0 1

[3] 丸岡 (3 報徳学園) 3 1 0 0 0

H3 野寺 (4 ⽴命館宇治) 2 1 3 0 0

[4] ⽥中隼 (4 報徳学園) 1 0 0 0 2

H ⾓井 (4 智辯和歌⼭) 1 0 0 1 0

4 川本 (4 福岡城東) 1 1 2 0 0

[2] ⻄野 (3 ⾼知) 5 3 1 0 0

[1] 有⾺ (3 愛⼯⼤名電) 1 1 0 0 0

1 勝⽥ (2 彦根総合) 0 0 0 0 0

H 柴⽥ (2 明豊) 1 1 0 0 0

1 徳岡 (3 ⻄脇) 0 0 0 0 0

H ⼩⼭ (4 初芝⽴命館) 1 1 0 0 0

R 能美 (3 ⾦沢) 0 0 0 0 0

1 ⼩野 (4 ⼤分上野丘) 0 0 0 0 0



計 39 19 10 3 4

回 球数 打者 安 振 球 責

有⾺ 6 70 20 3 6 0 0

勝⽥ 1 11 4 1 1 0 0

徳岡 1 23 5 0 1 1 0

⼩野 1 13 3 0 3 0 0

計 9 117 32 4 11 1 0

関⻄学⽣野球連盟 KANSAI BIG 6


